
 

代襲相続 

 

代襲相続とは？ 

大阪市在住のＡさんが、祖父 X さんが亡くなられたと相続の相談に来ました。A さんには妹の B さんがいます。Ａ

さんの父であるＹさんは数年前に亡くなられているそうです。 

つまり、代襲相続に関する問題です。 

代襲相続とは、被相続人が死亡する前に相続人となるべき者（推定相続人）が、死亡その他の事由により相続権

を失った場合において、その者が受けるはずであった相続分をその者の直系卑属が相続する事をいいます。 

被代襲者は、被相続人の子又は兄弟姉妹であり、直系尊属及び配偶者については、代襲相続は認められていま

せん。 

代襲者が代襲相続権を失った場合、代襲者の子に再代襲が認められています。 

被代襲者が被相続人の兄弟姉妹の場合、その子（甥、姪）には代襲相続は認

められていますが、再代襲は認められていません。 

 

養子の連れ子には代襲相続なし 

戸籍等でＸさんの相続関係を調査したところ、Ａさんの父のＹさんはＸさんと養

子縁組をしていました。そして、Ａさんの妹Ｂさんは、ＸさんＹさんの養子縁組後に

生まれた子供ですが、Ａさんは養子縁組前に生まれていた子供でした。つまり、Ａ

さんはＸさんとの関係で、いわゆる養子の連れ子ということになります。 

Ｘさんの相続に関し、Ｙさんは養子です。従って縁組の日からＸさんＹさんは相

続に関し実親子関係と同様な扱いになります。そして、ＢさんはＸさんＹさんの縁

組後に生まれていますので、Ｙさんを代襲してＸさんの代襲相続人となります。し

かしＡさんはＸさんＹさんの縁組前に生まれていますので、代襲相続人とはなりま

せん。 

ＡさんとＢさんで相続に関し、このような差がでるのは、ＢさんはＸさんの直系卑属になりますが、ＡさんはＸさんの

直系卑属にならないからです。裁判で争われたこともありますが、これは確立した解釈です。（大津地判昭 37.4.23） 

民法７２７条は、養子縁組前の養子の血族（Ａさん）と養親（Ｘさん）とは血族間における同一の親族関係をもつものと

はされていません。 

 

直系卑属ならば代襲相続人になれる 

上の例とは事案は少し違いますが、左図を見てください。 

Ｘさんに実子Ｚさんがいて、ＺさんとＹさんとが婚姻していて、ＡさんがＹさんＺさ

んの子供だった場合はどうでしょう。 この場合は、ＡさんはＺさんを通じてＸさん

の直系卑属となりますので、ＡさんはＸさんの代襲相続人となることができます。

（大阪高判平元年 8.10） 
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